
１ 事務事業に関する基本情報 令和 4 年度

担当係 担当者

施　策 2 連絡先

施策体系 1

主な事業

款 4

項 3

目 1 開始 -

事業 239 終了 -

２ 事務事業の概要

1 法令等名→

３ 活動指標、成果指標
単位

A 人

B 人

C 人

D 人

E 人

単位

A ％

B ％

C ％

D ％

E ％

４ コスト
R1年度 R2年度 R5年度

単位 実績 実績 目標 実績 目標 実績 目標

A 人 2,213 2,039 3,115 2,070 3,115 2,041 3,115
B 人 2,966 2,798 3,115 2,764 3,115 2,716 3,115
C 人 2,795 2,604 3,115 2,587 3,115 2,516 3,115
D 人 1,348 1,221 1,980 1,251 1,980 1,236 1,980
E 人 775 712 920 718 920 758 920
A ％ 35.5 32.7 50 33.2 50 36.0 50
B ％ 47.6 44.9 50 44.4 50 47.9 50
C ％ 44.6 41.8 50 41.5 50 44.3 50
D ％ 34.0 30.8 50 31.6 50 34.5 50
E ％ 21.0 19.3 25 19.5 25 22.7 25

千円 63,254 61,721 65,955 62,214 65,072 61,302 66,486
人 2.1 2.1 2.1 2.1 2.1 2.1 2.1

千円 16,800 16,800 16,800 16,800 16,800 16,800 16,800
千円 46,454 44,921 49,155 45,414 48,272 44,502 49,686

国庫支出金（交付金・補助金） 千円

県支出金（交付金・補助金） 千円 266 266 266 266 266 266 266
地方債（借入金） 千円

事業収入（使用料・参加費等） 千円

一般財源（単町費） 千円 46,188 44,655 48,889 45,148 48,006 44,236 49,420

事
業
費
財
源
内
訳

総合計画に最も
関連ある施策 事業区分

予算区分

事業実施
主体

計画期間

事業の対象
　八頭町民で40歳以上の方（子宮がん検診については20歳以上の女性）

事業の目的
　がんの予防、早期発見・適切な早期治療のための措置を講じ、町民の健康維持を図る。

老人保健事業費

長寿健康増進事業

誰（何）に対してこの事業を行うのか記載。

誰（何）をどうするためにこの事業を行うのか記載。

やすらぎと生きがいのあるまちづくり 72-3566

健康づくりの推進 ■新規

各種がん検診事業 □継続

衛生費 ■八頭町

老人保健費 □その他

乳がん検診受診率

R3年度 R4年度

トータルコスト

担当職員数

職員人件費

事業費

事業の手段を図るものさし

胃がん検診受診者数

肺がん検診受診者数

大腸がん検診受診者数

子宮がん検診受診者数

乳がん検診受診者数

事業の成果、到達点を図るものさし

胃がん検診受診率

肺がん検診受診率

活動指標

成果指標

区分

活動指標

成果指標

大腸がん検診受診率

子宮がん検診受診率

事業の規模や業務量など・どういう方法、手順で事業を進めるのか、具体的に記載。

どんな成果を得たいのか、または、何がどうなれば達成か、具体的に記載。

根拠法令等 1．法令（義務） 2．法令（任意） 3．条例 4．規則・要綱等 5．なし 健康増進法

事業の内容・
手段

　町内施設において集団検診（年27回）・巡回検診（年5回）・休日検診（年3回）・午後検診（年2回）の実施
　協力医療機関（東部医師会との委託契約）において医療機関検診の実施
　検診後の来所・電話・訪問・通知等による健康相談・健康教育、精密検査受診勧奨の実施

事業の成果
到達点 　受診率を向上し、疾病の早期発見・早期治療に繋げ、町民の健康維持が図られる。

事務事業計画書兼評価表（A表）

事業番号 239 事  業  名 長寿健康増進事業

担当課 保健課 保健係 田中　歩未



５ 実施活動内容・成果（到達点） 令和 4 年度

６ 事務事業の評価
評価点 点数

20

13

7

0

20

13

7

0

20

13

7

0

20

13

7

0

20

13

7

0

93
７ 町の方向性・方針

妥当性
（町が行わなけ

ればならないか）
20

・健康増進法第19条の2に基づく健康増進事業として市
町村の実施事業となっている。

効率性
（コスト削減の余

地は無いか）
13

・集団検診・医療機関検診の方法をとり、１つの受診券で
どちらかの受診方法で受診ができるなど受けやすい体制
をとっている。商工会や関係機関・団体とも連携し、働き
世代への受診勧奨を行った。健康ポイントラリー事業の
ポイント対象事業とし検診受診のきっかづくりとした。

緊急性
（他事業に優先し
実施する必要が

あるか）

20
・早期発見・早期治療のため１年に１回は検診を受ける
必要性があり緊急性は高い。

①緊急性が高い

②比較的緊急性がある

③緊急性が低い

④緊急性がない

①町が行わないといけない

②どちらかと言えば町が実施

③妥当性が低い

④妥当性がない

①効率的である

②どちらかと言えば効率的である

③どちらかと言えば非効率的である

④非効率的である

・町内施設において集団検診（年27回）・巡回検診（年5回）・休日検診（年3回）・午後検診（年2回）の実施
・協力医療機関（東部医師会との委託契約）において医療機関検診の実施
・検診後の来所・電話・訪問・通知等による健康相談・健康教育、精密検査受診勧奨の実施
・検診受診のきっかけとなるようがん検診を、健康インセンティブ事業（健康ポイントラリー事業）の対象事業とした。

・受診率については、コロナ感染症の影響もあるも前年度と比較し横ばい、増加傾向である。

必要性
（町民ニーズ） 20

事務事業計画書兼評価表（B表）

実施活動内容（具体的に）

成果（具体的に）

評価項目 チェックポイント 判断理由・評価コメント（具体的に記入のこと）

①必要性が高い

②どちらかと言えば必要性がある

③必要性が低い

・がんの予防、早期発見、早期治療によるがん死亡率の
低下と医療削減のため必要が高い。

実施活動内容・
成果（到達点）

④必要性がない

１　拡充する
（事業活動に当たり、一番の問題点として捉えていること。重点的に手当てする事柄、改善点、工夫
したい箇所）

２　改善・効率化
　　し継続

３　現状維持

４　見直しの上
　　縮小する

（上記問題点を解決していくため、次年度どんな活動を展開していくのか）

５　終期設定し
　　終了

3

・目標受診率未達成である。中でも受診率の低い「働き盛り世代」に向けて検診受診の重要性、町
のがん検診受診方法について等の情報発信していく。

・現行の実施内容を継続。年齢を絞った受診勧奨を各関係機関・団体と連携し行う。

６　廃止

②どちらかと言えば上がっている

③どちらかと言えば上がっていない

④成果が上がっていない

合　　　計

成　　果
（目的の達成状

況）
20

・受診体制の整備、受診勧奨等によりコロナ感染症の影
響あるも受診率は増加傾向にある。

事業の方向性 問題点及び今後の課題・方向性

①成果が上がっている


